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２．調査結果 

 Ａ社 Ｂ社 Ｃ社 
所在地 東京 東京 大阪 
従業員数 298名 140名 173名 
若年者の採用・ 

充足状況 

・原則として新卒者を採用する方針で、ここ数年は 5～6名程度を
採用。同社の中期計画に基づき採用活動を実施。 
・同社ホームページのみで募集。 

・過去 5ヶ年、新卒者は採用していない 
・新規顧客開拓、取引先件数の増加に力を入れていることから、い

ずれは新卒採用を再開したい。 

・原則として新卒者を採用。今年は工場で 3名を採用。来年は 4名の
予定。 
・中途採用は離職率が高く、新卒が望ましい。 

若年労働者の育成

（教育訓練） 

・新入社員については約 1ヶ月の研修を経た後、3年間に渡り工場
等、生産製造現場に近い部署に配属、印刷の流れを習得させた上で

各部署に配属。 
・新入社員全員にDTPエキスパートの資格取得を義務付け。受験
料は 1回まで会社負担。管理印刷営業士等、資格取得を奨励。同社
が注力するＡＶ関連業務対応のためクロスメディアエキスパート

の資格取得にも積極的に対応していく方針。 

・教育訓練はOJTが基本。体系的な教育研修プログラムは設けて
いない。 
・問題発生時の検討会、部署単位での勉強会で対応している。 
・DTPエキスパート取得を部署に関係なく全社で義務付けている。
現場では印刷生産士の資格取得を奨励。受験料は 1回に限り会社負
担となっている。 
・その他、「洋上大学」など適宜、社外の研修に社員を派遣してい

る。 

・部門別のOJTによる教育訓練が主体となっている。 
・必要に応じて社内勉強会や外部から講師を招いた研修を行ってい

る。 
・印刷営業士、管理印刷営業士、印刷技能士、色彩検定、DTP エキ
スパートなどの資格取得を奨励している。受験料は 3回まで会社が負
担する。 

JPA への社員派遣

のきっかけ、 経

緯 

・平成 17年度の新入社員教育において 11名の新入社員を派遣。 
・印刷業そのものに対する専門的な知識、技術を学ぶための研修が

必要であること、社内研修のみでは、研修の評価が甘くなることな

どから社外へ研修を依託した。 

・社外の教育研修機関を検討していたところ JPA の存在を知り派
遣。 
・期間中は会社には戻らず、フルタイムで研修を受講。業務の一環

として研修期間中は給料を支給している。 

・デジタル化に対応できる人材育成の必要性から外部の教育機関を探

していた。 
・印刷の流れをトータルに管理できる人材の育成に対応できる教育研

究機関として JPAを選定した。 
座学と実践を組み

合わせた訓練シス

テムの状況 

・社内研修 10日間、JPAでの研修が 20日間のカリキュラムで実
施。 
・JPA の教育研修プログラム（グラフィックメディアコース）に
沿ってフルタイムで受講した。指導内容は JPAに全面的に依託。 

・派遣期間は 1人につき 3ヶ月で 30～45歳までの中堅社員及び管
理職を現在までに 3名派遣した。 
・研修生は JPA の既存のコースを受講するのではなく、研修生自
らがテーマを持って受講する。 

・半年間の企業研修コースに昨年度から今年度にかけて１名ずつ、計

2名の若手社員（27歳と 28歳）を派遣した。 
・授業料及び東京での滞在費、帰省費などは会社で全額負担。その間

の給料も支給。 
・研究生として、午前中は座学、午後は自ら選択したテーマに沿って

研究、印刷会社や印刷関連企業の見学、特別講義などを受講した。 
座学と実践を組み

合わせた訓練シス

テムに対する評価 

・外部委託による新入社員教育研修は成果があったと評価してい

る。専門教育機関による指導により、印刷の基本習得に効果があっ

た。 
・研修生を飽きさせず、メリハリのある実践的な研修プログラムを

実施していくためには、社外研修は有効。 

・研修修了後は研修の成果を生かして、社内の指導者としての役割

を期待している。 
・研修期間中、派遣社員は 3ヶ月間不在となるが、留守を預かる部
署、社員の活性化が促進されるという副次的効果をもたらしてい

る。 

・研修生の受講後の感想としては、①業務の幅、視野が広がった、

②他の研究生との交流で刺激を受けた、③印刷会社、メーカーの見学

が普段できないことだけに良い経験になった、④研修期間中は何事も

自発性が求められ、考え方が変わった、などあげられた。 
・会社としても成果を認め、今後の派遣も検討している。 

実践型人材養成 

システムについて 

・構想自体は問題ない。 
・訓練生の受け入れについては、一般社員と訓練生の処遇や労務管

理上の問題、保険等扱いなど、課題が多い。 
・実践型人材養成システムで訓練された人材を雇用することで社内

の活性化を図っていくことも考えられる。 
・具体的なシステムの内容が明らかになった時点で検討していきた

い。 

・教育研修は重要であると認識している。 
・中小印刷業の現場、業務遂行を考えると職場と教育機関を行った

り来たりするのは現実的には難しいと考えられる。 
・訓練生の受け入れには就職が前提。また、印刷や製本など基本的

な知識等を習得した訓練生を社員として受け入れることは歓迎し

たいとしている。 

・大阪地区で深刻な人材不足解消のためのシステムとして機能して欲

しい。 
・教育研修訓練機関での研修は一定期間、まとまって行うのが望まし

い。 
・訓練生の受け入れ、印刷の基礎を学んだ訓練生を社員として雇用す

ることについては、歓迎したいとしている。 
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４－２ 調査結果 
 
１．企業概要 
 Druckerei Hertle社 Sommer社 Eder社 Konrdin Druck社 
・社員数 ＜社員数＞ 

30名 
＜事業＞ 
・商業印刷会社 
＜その他＞ 
・現社長は 3 代目（15 年前に跡を継いだ）、デ
ュアルを経験し、専門大学に進む 

＜社員数＞ 
150名（このうち訓練生経験者は６～７人） 
＜事業＞ 
・DMや印刷物の印刷・発送を中核、IBM、Smart
社、ダイムラー・クライスラー、ポストバンク

等クライアントには大企業が多い 
＜その他＞ 
・1982年に社長が創業 

＜社員数＞ 
本社 60人（グループ計 75人） 
＜事業＞ 
・製版専業…商業印刷（広告、雑誌媒体に特化） 
・コンサルティング中心…先端技術による差別

化を売りにしている 
＜その他＞ 
・ベルリンとハンブルグに支店 
・クライアントはそれぞれの業界のトップ企業

を狙っている 
・1969年創業、現社長は６年前に兄とともに引
き継ぐ…社長は一般大学（商学部）出身→技術

的なことは当社に入社してから身につけた 
・経営者は３人（社長、社長の兄、営業部長）

工場長はマイスター 

＜社員数＞ 
800名 
＜事業＞ 
・雑誌、カタログ印刷中心（オフ輪のみ） 
＜その他＞ 
・ドイツ No.1の印刷会社と自負 
（理由）①最先鋭な設備、②クライアントとの

やり取りはインターネット 

 
２．訓練生の受け入れ 
 Druckerei Hertle社 Sommer社 Eder社 Konrdin Druck社 
・訓練生の採用

ルートと受け入

れの理由 

＜採用ルート＞ 
・新聞広告により訓練生を募集 
・２～3 日働いてもらい、その後、面談により
採用決定 
 
＜受け入れ理由＞ 
・実際に会社で仕事をしてもらうので、助けに

なる 
・手当が安いので普通にやってくれれば会社負

担はない（機械などをこわさないかどうかなど

を含め、人間性を面接で判断する） 
・勉強した人がほしい→周りに伝わる（評判が

上がる）業界の中で訓練生育成の好循環ができ

る 

＜受け入れ理由＞ 
・業界全体の発展のためには若い人を育ててい

かなければならない 
①当社はアメリカに支社があるが、アメリカに

はこういった若年者の育成システムがないの

で、同じ機械を使っても切り替え時間が２倍、

損り紙が２倍かかってしまう。 
※業界として人材育成を図ることで回りまわっ

てよい人材が集まるようになろう←社会貢献の

一環→会社の雰囲気が良くなる 
②訓練生にとっても、当社で働くと他社で働き

やすい→好循環が生まれる 
③社長自身が訓練生を経験しており、その良さ

を知っている。18歳の息子にも職業に対する教
育を受けさせたいと思い、現在、当社で訓練生

をしている 
※印刷や機械の基本的な知識・原理、事故処理

について学校で学ぶことが大切。機械メーカー

では特定の機械の操作方法についてしか学べな

い 

＜採用ルート＞ 
・職業学校からの推薦 
・職業学校には年に４～５回訪問し、良好な関

係を築いている 
・ギムナジウム出身者が増えており、訓練生の

レベルが上がってきている 
※こういう人たちに職業教育を実施することが

重要 
 
＜受け入れ理由＞ 
・しっかりとした職業教育を受けることが本人

にとって、また、社会にとっても大切である。

そのためには学校だけでは不十分であり、デュ

アル教育が必要である 
・当社を担う人材の育成といった視点からも職

業教育は重要である 

＜採用ルート＞ 
・学校からの紹介 
※訓練生の採用は慎重にしている→訓練修了

後、路頭に迷わせたくはない。 
 
＜受け入れ理由＞ 
①理論と実践を交互に学ぶことができる 
②訓練生の側からすると教育を受けながら手当

をもらえる 
③仕事を直接体験することができる 

 
 
 
 
 

32



 

 
・訓練生の受け

入れ人数や選定

の有無 

＜受け入れ人数＞ 
・プレス 1人 
※プリプレスについても仕事を覚えてもらって

いる 
＜選定の有無＞ 
・人間性が 70％、非常に重視している。成績、
能力はそれほど考慮しない。一緒に働いてもら

い、調和が取れるかどうかについて、社長、社

員が判断する 
・よければ最終的に面接を行い採用する 

＜受け入れ人数＞ 
・プリプレス…４名（ギムナジウム出身者） 
・プレス…２名（実科学校出身者） 
※プレス、ポストプレスの専門工は少なく、希

望する者も少ない（失業者は少ない）が、プリ

プレスの専門工は多く、希望する者も多い（失

業者は多い）。ミスマッチが発生している 
 
＜選定の有無＞ 
・プリプレス…内申書と部門長の面接 
・プレス…希望者が少ないので概ね採用される

＜受け入れ人数＞ 
・毎年３名ずつ採用している 
 
＜選定の有無＞ 
①実科学校修了以上、成績の良い者であり、さ

らに、②コンピュータに関する多少の知識を保

有している者（例えば１年全日制コース受講者

など） 

＜受け入れ人数＞ 
・プリプレス…３人→３年生が１人（１年目か

らデュアル）、２年生が２人（１年目は全日制に

通っていた。今年、訓練生として採用、早くか

ら実践についてもらいたいので２年生とした←

必ずしも１年目からやらなくてもよい、企業の

判断に委ねられる） 
・プレス…４人 
・ポストプレス…８人 
 

 
３．実習について 
 Druckerei Hertle社 Sommer社 Eder社 Konrdin Druck社 
・カリキュラム

の内容と労働時

間 

＜カリキュラムの内容＞ 
・商工会議所が業種ごとにカリキュラムを決め

ており、それに従っている 
 
＜労働時間＞ 
・週 40時間（他の社員と同様）、残業代は正社
員と同様に支払わなければならず、深夜業は不

可 
※16歳未満は残業不可（他の社員と同様） 
・休暇も他の社員と同様に年間 30日付与取得さ
せなければならない（企業における実習期間中

に取得させる） 
・仕事が忙しくても座学を休ませることはでき

ない 
※現在はブロック制を取っており、集中的に座

学を受けさせなければならない関係上、まとま

った期間会社からいなくなる。企業にとっては

かえってやりずらい（昔の座学が週 1日半、の
方がよかった） 

＜カリキュラムの内容＞ 
・特別に訓練生用のカリキュラムをつくってい

るわけではない 
・指導者につきながら実際の仕事をしている 
 
＜労働時間＞ 
・他の社員と同じ 

＜カリキュラムの内容＞ 
・職業学校訪問時にカリキュラムの内容等につ

いて打ち合わせ、座学と実習の内容についてす

り合わせを行っている 
・当社はクライアントごとに（業種ごとではな

い）５グループに分けている（グループ内で多

能化しているので休暇等への対応も可能）→新

人のみグループ間のローテーションを行ってい

る 
・教育項目 
①デジタルを中心としたプリプレス…スキャニ

ング、画像入力、レタッチ、集版、クリエイテ

ィブ、画像処理、プルーフなど→チラシ、カタ

ログ、POS、パッケージ、ラベルシールなどが
題材 
②文字を中心としたプリプレス…レイアウト、

タイポグラフィーなど 
※2007 年度に新分野の訓練生を１名採用する
…教育体系はできていないが類似する学校のコ

ースに行かせる 

＜カリキュラムの内容＞ 
①商工会議所が決めたカリキュラムに基づき、

会社では実際の仕事に従事してもらう（例えば

雑誌のレイアウト等実際にやらせることで身に

つけさせる） 
②学校では印刷に関する基本的な理論を学んで

きてもらう（基本ソフトの使い方、ドイツ語、

英語、経済学、政治学等一般教養についても）

・さらに、学校で習わないようなプログラム言

語、応用ソフト等については夜間コースに通わ

せている…費用は会社持ち 
③印刷組合のコース（インターネット、プレゼ

ンスキル、PDF等応用ソフト） 
④上記でやっていない外部コースについても必

要に応じて通わせている（html、xml等） 
 
＜労働時間＞ 
・週 35時間…社員は 40時間 
※週に１～２日通学するタイプとブロック制の

ケースがある。訓練期間中、会社からいなくな

ることがデメリット（代替要員の確保が難しい）
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・指導者と日々

の評価方法、中

間試験の時期、

内容など 

＜指導者＞ 
・社長がマイスター、テヒニカーの資格を持っ

ている…指導者としての能力が高い→人を見る

目がある、早く仕事に慣れさせることができる 
※エンジニアが指導者になるには職業学校の出

身者、もしくは指導者になるための試験に合格

しなければならない。マイスター、テヒニカー

はその必要はない 
 
＜日々の評価方法＞ 
・日々の評価方法…毎週レポートを書かせて指

導者が内容を確認し商工会議所に提出する…こ

れが最終試験の受験資格となる 
・試験…企業内では行わない（中間試験は 18
ヶ月後）…理論はペーパー試験、実践は実際に

印刷をさせてみる 

＜指導者＞ 
・当社にはマイスター２～３人、テヒニカー１

名、エンジニア 15名いる 
 
 

＜指導者＞ 
・チームリーダー、技術部長、工場長が一緒に

なって指導に当たる 
・チームに配属した段階でコーチ役を任命→チ

ームリーダー→管理職と教育に関するヒエラル

キーを構築している 
 
＜日々の評価方法＞ 
・試験は商工会議所が行う 
※職業学校の先生、経営者、企業の専門家等を

メンバーとした試験委員会が試験問題を作成

し、採点も行う→実践（実技と口答試験）の評

価は企業の専門家が行う 

＜日々の評価方法＞ 
・訓練期間中は毎日レポートを書かなければな

らない 
・学校ではいくつかのプロジェクト.に取り組む
（例えば料理の本の製作など） 
・１年半後に中間試験、３年修了時に最終試験

・安全面の対応 ・特に訓練生だからといって特別な安全対策を
講じている訳ではない。 
・職場の先輩に教えられながら仕事をしていて

（いわゆる OJT）最終的な責任は指導者が取る 

特になし 特になし 特になし 

 
４．訓練生の生活 
 Druckerei Hertle社 Sommer社 Eder社 Konrdin Druck社 
・賃金、手当の

有無、金額 
・州のガイドラインがある。当社の場合はガイ

ドラインよりも若干低く設定している 
・会社へは自転車通勤、学校へは電車通学（会

社は定期代を支払わない） 

・州のガイドラインをベースに、訓練生個々人

の能力に応じて決定している 
・通勤手当は支給している 

・州のガイドラインと同額 
・通勤手当は会社負担 

・州のガイドラインと同額 

 
５．訓練生を受け入れるコスト 
 Druckerei Hertle社 Sommer社 Eder社 Konrdin Druck社 
・訓練生を養成

するコストや費

用対効果 

＜コスト＞ 
・企業における指導者の人件費…指導者は通常

の業務をこなしながら訓練生の世話をするの

で、特に訓練生育成のための人件費が新たに発

生することはない 
・施設設備…訓練のためだけの施設設備を保有

している訳ではないので、特に費用は発生しな

い 
 
＜費用対効果＞ 
・訓練手当が安いので企業にとっては負担では

ない 
・機械などを壊されると多大な費用がかかるが、

そうならないために面接で人間性を中心に見る

ことにしている 
・仕事が遅い、用紙を多く使ってしまうことは

あるが、たいした問題とは思っていない 

＜費用対効果＞ 
・３年間トータルでみても企業にとって持ち出

しであろう。自社だけを考えたらメリットはな

い。 
・ブロック方式によって一定期間休まれてしま

うのが痛い 
・ただし、業界として若年者を育成していくこ

とが将来の企業の発展につながることを考え、

訓練生を受け入れている←社員も感じているこ

と 
※訓練生をチープワーカーとして活用している

という他国の批判は誤り→もしそうなら不況下

こそ訓練生の受入企業が増えてもよさそうだ

が、現実は逆である 
※「訓練生を長年採用しない企業からは罰金を

とっても良いと思っている」（社長談） 

＜費用対効果＞ 
・実際の仕事をやらせているので３年トータル

で考えれば回収はできているのではないか 
・当社の場合、ハイレベルの専門工が必要であ

り、訓練生出身者は貴重な戦力 

＜費用対効果＞ 
・これだけ教育にお金をかけているので採算は

取れない→将来に対する投資と考えている 
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６．訓練修了後の進路、就職先、評判 
 Druckerei Hertle社 Sommer社 Eder社 Konrdin Druck社 
・訓練修了後の

進路、就職先、

評判 

・プリプレス…3 人（受入）→在籍 0 人…3 人
ともギムナジウム出身者、3 人とも見習期間修
了後大学へ進学 
・プレス…4人→1人在籍…1人は通勤時間が長
く退社、1人は出産により退社、1人は大学進学 
・ポストプレス…1人→1人在籍 
 

・訓練期間は原則として３年であるが、成績の

優秀な者は半年間前倒しで正社員になることが

できる（ギムナジウム等から来ている者もいる

ため）→当社でもこういったケースはある 
・ただし、基本は訓練生の受入は社会貢献の一

環、若いうちは１社で長く働くことは良くない

と思っている 

・当社の現場従事者の 2／3は訓練生出身、いっ
たん退職した後に戻ってくる者もいる 
・修了後は基本的に正社員に採用するが、会社

の都合もあるので必ず全員というわけではない

…今年９月に修了した３名は全員当社の正社員

となったが、昨年は１名他社にいった 
※３年間の仕事ぶりを見極めた上で採用するこ

とができることがお互いにとってのメリット 

・プリプレスは訓練修了後も 100％在籍してお
り、プレス、ポストプレスもほぼ 100％在籍し
ている。 
①教育を徹底させることで企業の魅力を高める

②会社としてノウハウを伝えていく→訓練修了

後は当社に入社してもらいたい（ただし、修了

時に能力が低いものは採用しないこともある）

→会社に残ってもらうことで会社も良くなる。

好循環が発生する。 
※ただし、管理職は大学から採用したい 
※受入企業ごとの差が激しい（当社のように自

社でさまざまな経験ができ、教育も熱心な会社

もあれば、企業規模が小さくそこまで行き届か

ない企業もある） 
 
７．訓練生へのインタビュー 
 Druckerei Hertle社 Sommer社 Eder社 Konrdin Druck社 
・訓練生へのイ

ンタビュー 
・19 歳男性…実科学校修了（17 歳）→商業学
校（1 年全日制）中退→専門校へ入り直し訓練
生（2年目） 
※感想…①先輩方が親切でやりやすい、②実際

に印刷をやってみたら面白かった 

 ・女性…大学入学資格（Abitur:アビトゥーア）
を持っているが、実践的なことをやってみたか

ったので訓練生に応募した 
・座学のカリキュラムが現実に合わなくなって

いるようなことはないか→部分的にはあるけれ

ども、本来職業学校は理論を学ぶところであり、

座学と実習はうまく補完できていると思う 
・手当だけでやっていけるのか→自宅通勤なの

で十分やっていける→訓練生に対する奨学金制

度等はないと思う 

・20歳前後女性３人←今まで男性を採用してい
たがあまりできが良くなかった 
・先生に相談して、申し込んだら採用してくれ

た（10 社ほど回った）、←学校から２名紹介さ
れた 
・実科学校修了→広告代理店で働いたが小さく

て不安定なので退職→全日制の学校に行って大

学入学資格（Abitur:アビトゥーア）を取得←実
習に来たときに数学の成績が良かった 
・工業高校修了後大学入学資格（Abitur:アビト
ゥーア）を取得したが大学に進学できなかった

→会社に申し込んだら採用してくれた←デザイ

ンセンスがあった、将来は出版（雑誌）分野に

進んでもらいたい 
※学校で自分の行っている会社の噂話はでる。

当然悪口を言う人もいる 
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